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ヒルデガルト・フォン・ビンゲン
―幻視と生きる―
鈴 木 桂 子
はじめに
1098年、ヒルデガルト・フォン・ビンゲンはこの世に生を受けた。ベネディ
クト修道会の権威ある女子修道院長として故郷のラインヘッセン地方を越え
て広く名を知られ、当時の教皇や皇帝とも接触があった彼女は、しかし没後、
比較的はやく人々から忘れ去られていった。20 世紀になってウーマンリブ
の運動とともに彼女に関心が向けられ始めたが、そのきっかけとなったのは、
彼女が著したとされる薬草に関する書物であった。中世に生きた女性の豊富
な知識に人々は驚嘆した。それだけではない。生誕900年を機におこった「ヒ
ルデガルト・ルネッサンス」で彼女に与えられた現代風肩書きは、彼女の幅
広い活動と才能を反映している。シンガ ・ーソングライター、エコロジスト、
政治家、医者、健康食研究家などなど。しかしこのような少々皮相的な現代
的評価の中で、彼女の人生を一貫して規定するものが見落とされている。す
なわち、彼女が生来もっていた幻視能力である。この特殊な能力によって彼
女は当時のヨーロッパで名声を確固たるものとしたが、同時に、この能力故
に、相反する二つの世界の間を揺れ動いた。一つは世俗的なものへの傾倒で
あり、もう一つは神性なるものへの希求である。本稿では、このような内面
的矛盾の中で人間的弱さを克服していく一人の人間としてヒルデガルトを捉
え、彼女にとって「生きる」とは何を意味していたのか、考えてみたい。
１　ヒルデガルトの生涯と幻視
病弱であったにもかかわらず、ヒルデガルトは81年という長い人生を送っ
た。多くの苦難困難を強靭な精神力で乗り越えてきた彼女が最晩年に遭遇し
たのは、彼女のルペルツベルク修道院を管轄するマインツ司教座の聖堂参事
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会との抗争だった。それは教会から一度破門された貴族を自らの修道院墓地
に埋葬したことをめぐって起こった。この貴族は教会と和解していたが、マ
インツ参事会はこの和解が公式な手順で行われなかったとして、遺体を墓地
から掘り起こすことをヒルデガルトに要求。それを拒否した彼女は聖務禁止
の命令を受けた。埋葬された貴族と自己の修道院の権利のために、彼女は一
通の書簡をしたため、それを携えてマインツに赴き、聖職者たちの前で読み
上げた。この書簡で彼女はまず、神からの幻視において書簡をしたためるよ
う要請されたと前置きし、参事会の命令に従うことができない理由を述べ、
さらに修道院が置かれた現状況の苦しさを訴えて禁止の解除を懇願し、最後
に神の正義に反抗する「女々しき時代」の危険を暗示した。1）しかし書簡は
効を奏さず、抗争は当時ローマに滞在していたマインツ大司教クリスティア
ンの援護によって終息した。ヒルデガルトがこの世を去ったのは、それから
数ヵ月後のことだった。
この事件の経過は男性中心社会におけるヒルデガルトの対外姿勢を象徴し
ている。まず書簡という手段を用いること。次に神の正義の道を示して自己
の権利の正しさを主張すること。その際、同時に人々への教化を目指すこと。
そして書簡内容の正当性を神の声を借りて保障することである。つまり書簡
は幻視公表の手段であり、幻視は教化という目的を持つ。何百という現存す
る書簡の数とその社会的発言力は、当時いかに彼女の幻視能力が広く認めら
れていたかを証明している。
幻視が公式に承認されるその 40年以上も前から、彼女は幻視を体験して
いた。最初の幻視の記憶は、預言的幻視著作『スキヴィアス（道を知れ）』2）
（1141–1151 年に執筆）の序によれば 5歳、『聖ヒルデガルト伝』3）第 2書 2
章では 3歳にさかのぼる。同箇所で、また上述の書簡の冒頭でヒルデガル
トは、誕生する前に創造主である神によって、幻視が自分の魂に刻印された
と述べている。人間の形成誕生について、肉体は両親から得るが、魂は神か
ら由来し、人間が母の胎内にいる間に息吹として吹き込まれると考えるヒル
デガルトにとって、4）幻視能力は神から授かった生来のものである。そして
この能力は上述の事件が物語るように最晩年まで衰えることがなかった。生
涯にわたって幻視を体験したヒルデガルトはまさに幻視とともに生きた。
この特異な能力を彼女が明確に意識し始めるのは 15歳頃である。それま
でに彼女はすでにベネディクトの戒律に従った修道院生活を一年間経験して
ヒルデガルト・フォン・ビンゲン
119
いた。修道院に入るまでどのような内容の幻視を視たり聴いたりしていたの
か我々には知る由もない。しかし自己の一生を神に捧げると誓った後、彼女
が自己の能力を神とかかわらせるのは当然であろう。修道院という環境の中
で途絶えることなく幻視を体験したヒルデガルトは、絶えず神とともにいる
という宗教的信念を次第に強固なものにさせていったと思われる。この宗教
的信念があったからこそ、幻視は彼女の人生で意味を持ち、幻視と生きた一
生は単なる幻視者の一生ではなく、宗教的修行者の一生となった。それは人
間としての弱さと神への強い信仰の間でおこる内面の葛藤を克服していく過
程でもあった。
最初の葛藤を彼女は 43 歳の時に体験した。1141 年、それまで二人の信
頼できる人物、修道女ユッタと修道僧フォルマールを除いて幻視を秘密にし
てきた彼女に、神から幻視公表の命がくだった。「汝が視るもの聴くものを
書き記せ」。この啓示は幻視を一つの書物に纏めよというものだった。しか
し自己の幻視能力への確信には翳りがあった。執筆への躊躇が彼女を病床に
追いやり、それを神の罰と捉えた彼女は病を押して神の命を実行に移した。
この出来事は確かに神の命令から執筆開始までの彼女の内面的成長を物語っ
ており、その意味で彼女の人生の転機とみなされる。しかし本稿のテーマか
ら指摘したいのは、幻視の秘密から公表へという経緯が彼女の内的二極性を
暗示しており、しかもこの紆余曲折の事情が二極間での葛藤として捉えられ
ることである。
一つの極は信仰である。それはこれまでの幻視体験で徐々に強くなってき
ていた。神の委託の受信は、彼女の内部における信仰の高まりの爆発と解釈
できる。他方の極は彼女の性格と才能に後押しされた個人的願望である。当
時ヒルデガルトは、ディジボーデンベルク男子修道院内の修道女共同体を率
いていた。彼女の師であったユッタの後任として 5年間、集団における指
導者としての力をつけていった彼女が、自己の幻視能力を修道院を超えた外
的世界へ知らしめたいという願望を持ったとしても不思議ではない。これま
でのヒルデガルト研究では重きが置かれていないが、彼女がディジボーデン
ベルク修道僧フォルマールに幻視を打ち明けていた事実は注視されるべきで
ある。つまり彼女は幻視を完全に秘密にしておいたのではない。フォルマー
ルは 14 歳のヒルデガルトの教育を引き受けた人物であり、30 年にわたる
援助者であった。彼女の幻視能力が公に試されてもよいほどに深まってきて
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いることを、彼もヒルデガルトと同様、感じていたのではないか。彼の支え
もあって彼女の願望は堰を切ったように具現化を必要としたように思われ
る。以上の二極をバランスよく保つことがヒルデガルトの進むべき道であっ
た。すなわち幻視を『スキヴィアス』という書物に纏め、時代や社会との繫
がりの中で信仰に生きること、幻視による人々の教化である。しかし二極間
の葛藤は当然おこった。何故なら、個人的願望があったが故に信仰は弱めら
れ、それが自己の能力に対する不信に繫がったからである。
この葛藤は『スキヴィアス』着手から 5、6年経過してもまだ続いていた
とみてよい。誰が著作を信じるであろうかという疑念を絶えず抱いていたヒ
ルデガルトは、権威者の判断を必要とした。未だに著作完成に至っていない
1146–1147 年、彼女はまったく面識がないシトー派クレルヴォーの修道院
長ベルナールに書簡で助言を求めた。自己を幻視者として初めて外に示す行
動と、現存する最古のヒルデガルト書簡とが期を一にするのは、単なる偶然
ではない。書簡が幻視公表の手段として彼女の生涯で重要な役割を果たして
いくその発端がここにある。残念ながら、内面の悩みを吐露するヒルデガル
トに対し、彼の返答はあっさりとした事務的なもので、二人の間の往復書簡
はこれが最初で最後であった。5）しかしこの行為は、ヒルデガルトが内面の
葛藤克服のために、いかに自己と神に忠実であろうとしたかを示している。
その後、彼女の著作の一部がマインツの大司教ハインリヒの尽力でトリー
ア公会議（1147 年 11 月 30 日–1148 年 2月 13 日）で審議される際、教皇
エウゲニウス 3世の賛同を促したのは、教皇の後見人でその場に同席して
いたベルナールであった。教皇は書簡でヒルデガルトに幻視公表の許可を与
え、執筆の続行を勧めた。6）預言的幻視著作に教皇が正式の許可を与えたこ
とはそれまで恐らく例がなく、この事態は異例と言ってよい。これには当時
の教皇庁の政局がヒルデガルトに大きな幸運をもたらしている。エウゲニウ
ス 3世もクレルヴォーのベルナールもシトー派である。H. グルントマンに
よれば、この修道会は 1134 年から総会で、修道院長、修道士が書物を著す
ことを禁じており、最初のシトー派教皇であったエウゲニウス 3世は書物
の検閲をシトー会外のもので、つまり、ベルナールに促され、ヒルデガルト
の著作で実践したのである。7）シトー派の創設は奇しくもヒルデガルトの生
誕年である。このシトー派の教皇承認によって、ヒルデガルトは異端として
排斥されることもなく、また刑に処されることもなく、預言者的意識を自ら
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に定着させることができた。こうしてヒルデガルトは幻視者として自立し、
名声確立への一歩を踏み出したのである。
２　幻視体験の特徴
矛盾する二つの世界に生きるヒルデガルトの姿を追う前に、彼女の幻視体
験とはどのようなものだったのかみることにする。『スキヴィアス』の序、
あるいはジャンブルーの修道士ヴィベルトに宛てられた書簡、また『聖ヒル
デガルト伝』の報告を基に、彼女の幻視体験の特徴を知的な啓示という観点
から捉えてみる。
ヒルデガルトは、夢のような状態や睡眠時、あるいは精神の錯乱状態では
なく、醒めた、明瞭な精神で、目は開けたままで意識を失うことなく、そし
て昼夜を問わず、誰もが行けるような普通の場所で幻視を体験する。しかし
それは心に浮かんだ考えや、あるいは五感による知覚ではなく、「内なる目
と内なる耳」による魂 anima における体験であり、「自分や、あるいは他の
人が作り上げたものではなく」、「神の隠された秘密」を通して受けとめたも
のである。彼女が主張するような醒めた精神状態は、幻視が人間的理性に伴
われた知的啓示であることを示している。それは聖書における神の言葉の真
の意味を理解することであり、同時に創造者としての神との出会いでもある。
しかしその際、神は個人的な魂の会話のパートナーではあり得ず、また神と
の神秘的合一は試みられない。この点でヒルデガルトを中世後期の女性神秘
主義者たちと同列に置くことはできない。ヒルデガルトは自己の幻視体験形
式として、肉体的苦痛を伴うエクスタシー（自己忘却）を繰り返し否定して
いる。
ヒルデガルトの幻視体験は神の啓示を受信するものであるが、霊という超
自然的存在と直接交信するシャマニズムの呪術からは明確に区別されねばな
らない。霊との接触が脱魂によるにせよ、あるいは憑依によってにせよ、通
常の意識が変化した状態で託宣や予言を行う霊能者と、醒めた精神状態で幻
視を体験するヒルデガルトは、まったく異なる。精神の非日常的状態を作り
出すための手段、例えば特殊な呼吸法や呪文、あるいは麻薬や特別の薬草な
どを彼女が用いていたという事実は、残された資料からは見当たらない。
理性をともなった知的な啓示によって神の言葉を理解したばかりでなく、
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その言葉を代弁したヒルデガルトは預言者的性格を担ってもいる。そして彼
女自身、幻視の預言的作用を意識し、自ら預言者としての前提条件、すなわ
ち「病弱で無学」を満たそうとした。彼女によれば病弱は神への畏怖や謙虚
さを失わないためであり、また文法上の知識がないために、かえって聖なる
書の意味がインスピレーションによって明らかになるのである。『スキヴィ
アス』の序で神は「虚弱な人間」とヒルデガルトに呼びかけ、「視たものを
記述するには無学」である故、「人間の表現方法や利口さの認識によるので
はなく、また人間が文章を作成しようとする意志によるのでもなく、天から
の幻視で汝に授けられる才能によって幻視を述べ書き記せ」と命令する。
「天からの幻視」は光の現象である。彼女が視る光は太陽を包んでいる雲
よりずっと明るく、またその高さや長さ、幅を測ることもできない。彼女は
その光を「生き生きとした光の影」umbra viventis luminis と名づけている。
その光に、まるで太陽や月、星が水面に映るように、聖なる書やもろもろの
言葉、徳、人間の書物が、輝き映し出される。そこで視たり聴いたりする言
葉は、人間の口から響くような言葉ではなく、稲妻の炎や、澄み切った大気
の中を流れ行く雲のようである。太陽の球を完全に眺めることができないよ
うに、この光の形も認識することができない。この光の中に、彼女は、時折、
別の光を視ることがある。彼女はこれを「生き生きとした光」lux vivens と
名づけている。この光をどのように視るかを言うのは「生き生きとした光の
影」よりもっと困難である。しかしこの光を視ている間に、すべての悲しみ
や苦しみが記憶から消し去られる時があり、彼女は自分をまるで少女のよう
に感じる。「生き生きとした光の影」と名づけられている方の光は彼女の魂
に一時も欠けることはなく、彼女はあたかも輝く雲を通して星のない天空を
眺めるようにこの光を視る。この光に、彼女は自分が普段言うべきことを、
そしてこの中の「生き生きとした光」の輝きに、尋ねられていることへの答
えを視る。8）
彼女の魂に一時も欠けることはない「生き生きとした光の影」を視るヒル
デガルトは幻視の体験日時を述べることは一切なく、そこに彼女の幻視体験
の特異性がある。さらに光を内なる目で視ることを強調する彼女には光の現
象を裏付ける証人がいない。没後、人々の関心が次第に彼女から遠のいてい
く理由として、幻視内容の難解さと並んで、幻視体験の特異性からくる弱
点、すなわち人々を納得させる威力の不充分さがあげられるであろう。また
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1220 年代後半に試みられた列聖への働きかけが不成功に終わったことも、
このような事情とまったく無関係とは思えない。
知的な啓示は奇跡的ではあっても奇跡ではなく、ヒルデガルトの人生で持
続して起こっている。「幻視で視たり聴いたりするものを、私の魂はまるで
泉から汲んでいる。にもかかわらず、この泉はいっぱいで尽きることがな
い。」9）ヒルデガルトのこの表現では意外にも、幻視は神からではなく、内面
の泉から湧き出ることが、暗示されている。この泉は汲んでも汲んでも枯渇
することがないインスピレーションの源泉である。たとえ彼女が『スキヴィ
アス』の序で「稲妻の輝きをもった火のような光が開かれた天から脳全体に
注がれた」と述べても、すべては彼女の内的インスピレーションによる出来
事である。しかし神の言葉の代弁者たる役目を担う彼女にとって、内なる泉
は当然神からの賜物である。何故なら、すでに述べたように、幻視が刻印さ
れた魂は母親の胎内で神から吹き込まれたものだからである。
絶えず湧き出る泉と比較される幻視能力は、天才の音楽家や芸術家が生涯
失うことのないひらめきの才能と比較できるのではないかと思われる。ただ
し、近世以降の芸術家たちが自己の主観的表現として作品を創作し、インス
ピレーションを自らの創造の源として利用したのに対し、ヒルデガルトの幻
視では、たとえそれが彼女の個性としてのインスピレーションであっても、
主観性は無視される。インスピレーション、つまり神の啓示は人々の教化の
ためにある。芸術家の作品に相応するものは、教化のために文字化された書
簡や幻視著作である。彼女にとって幻視を通しての個性の発露は問題外で
あった。
３　二つの世界の狭間から葛藤の昇華へ
ヒルデガルトの世俗的なものへの傾倒は、まず彼女の貴族階級意識にみら
れる。生まれながらにして当時の特権的階層に属していた彼女は、経済的条
件だけではなく、人間関係や縁故の面でもこの階層の恩恵にあずかった。彼
女の貴族階級意識は、もともと恵まれた環境と条件のもとにあった彼女に当
然のように備わっていたものだろう。興味深いことに、修道女の受け入れの
際にも、また交友関係においても、政治的とも思えるほど彼女は高貴な出自
に強くこだわり続けた。彼らは、彼女が 1151 年に創設したルペルツベルク
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修道院を物質的に豊かにしただけではなく、修道院運営にも利益をもたらし
たのである。
独立した修道院を確保したいという個人的願望の成就は貴族階級意識に強
く支えられていた。このような事情がヒルデガルトに一種の驕りをもたらし
たのではないかと推測させるのが、1151 年の修道女リカルディス・フォン・
シュターデをめぐる一件である。高貴な出である彼女は、ヒルデガルトから
特別な信頼を得て秘書的役割も担っていた。しかし兄で、ブレーメンの大司
教ハルトヴィヒの取り計らいにより、バッスム（ブレーメン近郊）の女子修
道院長に選出され、ヒルデガルトの意志に反してこれを受けたのである。大
きな心理的打撃を受けたヒルデガルトは、諦めきれずに必死になって彼女を
取り戻そうとし、教皇エウゲニウス 3世にも書簡を出すが、何ら支援を得
ることはできなかった。この件はリカルディスの死という悲劇的結末で終
わるが、最初の幻視著作を 10年かけて完成させた 53歳のヒルデガルトが、
人間的修養においてはまだ未熟さを残していたことを示している。
ところで、当時、貴族階級の女子だけを受け入れるというのは、何もヒル
デガルトの修道院に限ったことではなく、クリュニーの改革派に対して封建
的な秩序をある程度保とうとする傾向も存在していた。ディジボーデンベル
ク修道院もヒルデガルト自身も改革派に影響されず保守的であった。ヒルデ
ガルトに特有なのは、貴族階級が持つ世俗的な面を修道院の祝日の慣習に受
け入れ、それを自己の幻視能力によって、つまり神からの啓示として正当化
していたことである。具体的には、まず女性として身を飾ること。解かれた
髪や長いベール、頭飾りや指輪である。次に絹や金など高価な素材への愛着、
そして弦楽器の演奏である。このような贅沢な慣習は『スキヴィアス』執筆
時期には始められていた。同書第 2部幻視 5では、弦楽器と歌声を鳴り響
かせる天上の乙女たちが祝日の修道女と似たような装いであらわれる。すな
わち、幻視能力者故にヒルデガルトの内部に生じた特権意識が、特権階層所
属意識と重なっているのである。
ヒルデガルトはこのような貴族的世俗的要素を独自の解釈によって宗教的
に反転させる。こうして修道女たちの装いはキリストとの婚姻という宗教的
な場面へと置き換えられる。また階層は神の意思によって天上にも地上にも
存在するもので、それは秩序を保つため必要なのである。10）『スキヴィアス』
でしばしばみられる「高貴な」nobilis という形容詞も、貴族的世俗的観点と
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宗教的精神的観点の両方から使用される。11）貴族は高貴であり、また徳の高
いことも高貴である。高貴を代表するのはキリストであり、次いでキリスト
を倣う処女性に価値が置かれる。
貴族階級意識と並んでヒルデガルトの世俗的側面を特徴づけているのは名
声志向である。それはトリーア公会議後、明確になってくる。幻視者として
の強い意識と自信は交友範囲を聖俗界の権力者へと広げていった。教皇エウ
ゲニウス 3世とは書簡交換が成立し、また皇帝フリードリヒ 1世とも対等
の立場で意見を交わした。このような事実が彼女にさらなる名声をもたらし
たのは明らかである。それはルペルツベルク修道院長としての、また幻視能
力者としての彼女が意図したことでもあった。名声に裏付けられ、著名人と
の書簡交換は数を増し、それによって彼女の幻視はますます人々に浸透して
いく。というのも書簡で意見を述べるのは、彼女ではなく、「生き生きとし
た光」だからである。
書簡はヒルデガルトの文筆活動で重要な位置にある。しかし書簡は幻視著
作と異なり、書簡写本成立伝承に関して複雑な背景を持っており、信憑性は
大きな問題となっている。これまでの研究成果によれば、彼女の存命中に彼
女のルペルツベルク修道院で、書簡写本の編纂者、恐らく秘書のフォルマー
ルが編纂に際して意図的な操作を加えた可能性がある。ヒルデガルトの名声
や実力、権威を高めるための計画的編纂である。それ故、高位聖職者との書
簡交換では、イニシャティブがどちらにあるかが非常に重要になる。一例を
あげれば、本稿ですでに言及したクレルヴォーのベルナール宛書簡である。
自己の幻視能力に関して助言を求めたヒルデガルトは彼から比較的あっさり
とした返答を得た。これがフォルマールの編纂ではこの逆で、彼がまず幻視
能力を賞賛してヒルデガルトに書簡を送り、彼女がそれに返答したことに
なっている。また1145年から1159年までの歴代の教皇、エウゲニウス3世、
アナスタシウス 4世、ハドリアン 4世が、あたかも自ら進んでヒルデガル
トに接触を求めたかのような事実が作り上げられている。確かにヒルデガル
ト自身は各教皇たちに書簡を出しているが、実際は、エウゲニウス 3世以外、
彼女に返信を送った教皇はいない。12）フォルマールはヒルデガルトが 14 歳
の時から満幅の信頼を寄せていた人物である。1150年代半ば頃から始まり、
彼の死（1173 年）まで続いた書簡本編纂の操作について、ヒルデガルトが
まったく知らなかったとは思えない。彼女は自己の名声を高めるための意図
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的操作を恐らく許可したのだろう。
貴族階級意識と対になった名声志向は彼女の人生に不可欠だったように思
われる。それはこれらがある種の現実的確かさを彼女に保障し、彼女の内的
不確かさを補填するからである。この不確かさは二つの事実によって生じて
いた。一つは病弱な体質である。彼女は絶えず肉体的苦痛に脅かされ、その
不安と悲しみから完全に解放されることがなかった。もう一つは、女性とし
て生を受けたことである。七自由学科を体系的に学ぶことができなかった彼
女はラテン語の文章を正しく書くためにフォルマールの助けを必要とし、教
義を学問的に修得できなかったことから幻視の公表を時としてためらった。
しかしヒルデガルトはこの内的不確かさを世俗的なものによってのみ埋め
合わせしようとしたわけではない。強い信仰心から生じる神性なるものへの
希求も彼女にはあった。上述の「高貴な」という形容詞の世俗的ならびに宗
教的解釈にみられるように、理論的な地平では、彼女はすでに相反する世界
の矛盾に解決を見出していた。ただしそれは直ちに彼女の内面的成長を意味
するわけではない。より重要なのは彼女が実践したことである。まず女性
としての弱さを節制という徳によって克服したことがあげられる。ヒルデ
ガルトによれば、女性のみがキリスト教的な節制を完全に満たすことがで
きる。彼女はこれによって女性を高く評価し、修道女たちの処女性に大き
な価値を置いた。13）次に病の肉体的苦痛を説教旅行の企てによって克服しよ
うとしたことがあげられる。彼女にとって病とは「神の罰」であり、それは
神への畏敬の念を思い出させるためのものである。人間のすべての疾患の
原因をアダムの不遜と関連づける彼女は、14）自己の病を「神への愛」と「謙
虚」という徳への切望によって克服しようとし、その信仰上の生き方を四度
の説教旅行という宗教的課題によって証明しようとした。彼女は二度、三年
間にわたる重篤な病（1158–1161 年と 1167–1170 年）を体験しているが、
説教旅行はすべてこれら病の時期と重なっている（1158–1163 年に三回、
1170–1171 年に一回）。しかも説教旅行の命は『聖ヒルデガルト伝』（第 2
書 10 章、第 3書 23 章）によれば幻視によって示された。つまり彼女の幻
視は内面の成長を反映しているのである。神を求めることで、現実の存在の
不確かさは内的強さへ変化する。
個人的な人間的弱さが名声志向によって補填される時、その名声は個人的
関心事の枠を出ることはできず、世俗的な権威や人間の驕りと結びついてい
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る。しかし、強い信仰心が神性なるものを求めた時、人間的弱さは徳への切
望によって克服される。そして同時に名声もまた、個人的願望や世俗的関心
事から解放され、神の命に従った宗教的課題遂行のために不可欠の手段とな
る。説教旅行をはじめとして、幻視著作や書簡を通してヒルデガルトが実践
しようとしたのは、幻視による人々の教化であった。教化の目的を高めるた
めには自己の名声や権威を高める必要がある。上述の書簡本編纂の例でみら
れた意図的操作もこの関連で解釈されるべきであろう。
ヒルデガルトの内面的成長は、三つの幻視著作の展開で辿ることができる。
初期の作品『スキヴィアス』では、「高貴な」nobilis という語の多用を始め、
位階をテーマにした幻視（第 1部幻視 6の天使の位階、第 2部幻視 5の教
会内での序列、同部幻視 6の階級制度）がヒルデガルトの貴族階級意識を
反映している。それが中期の『価値ある生の書』15）（1158–1163 年に執筆）
では 35組の徳と悪徳のたたかいが主題となる。本稿ですでに指摘したよう
に、彼女の幻視が天から自動的に降ってくるのでなければ、幻視内容の展開
は彼女の内面における意識の変化と言える。この著作では人間が神に倣って
目標とすべき道徳的あり方が彼女の関心事であり、徳と悪徳のたたかいは、
世俗的なものと神性なるものをめぐる彼女の内面の葛藤でもあろう。ヒルデ
ガルト晩年の著作『神の御業の書』16）（1163–1171 年に執筆）は「神の作品」
をテーマにしており、その中核をなすのは、ヨハネ福音書第 1章、すなわ
ち神の言葉の永遠性、言葉による世界の創造、言葉の受肉の解釈である。神
の作品としてのコスモスは、天上の父の「愛」を象徴する美しき像の胸に輪
の形であらわれる。そのコスモスの中心に両腕を広げて十字の形で立つのは
ミクロコスモスとしての人間である。壮大かつ包括的な宇宙は全体において
も各部分においても神の尺度に従っており、均衡と調和を目指す。この宇宙
の姿がヒルデガルトの卓越した幻視能力を証明していることは明らかだが、
均衡と調和は、彼女の内に生じた様々な葛藤の究極的な昇華ともとれる。
三著作での幻視内容の展開はヒルデガルトの宗教的修行の深まりをも意味
している。これは彼女の幻視体験の変容で理解できる。初期の著作『スキヴィ
アス』の序で彼女は次のように述べている。「稲妻の輝きをもった火のよう
な光が開かれた天から脳全体に注がれた。そして私の心臓と胸を炎のように、
しかし燃やすのではなく、太陽の光線が物を暖めるように、熱した。そして
突然、詩篇や福音書、旧約新約聖書に書かれていることの意味を理解した。」
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ところが晩年の、修道士ヴィベルト宛書簡には、「生き生きとした光の影に
映し出される聖なる書やもろもろの言葉は稲妻の炎や澄み切った大気の中を
流れ行く雲のようだ」と書かれている。すなわちここでは、光の現象におけ
る言葉の理解は、稲妻の炎に象徴される瞬間性ばかりでなく、大気の透明性
によっても特徴づけられている。これは、火のような光の全身的作用が強調
される 40歳代の幻視体験には見られなかったことである。言葉の理解が澄
み切った大気の透明性と比較されるのは、幻視を体験するヒルデガルト自身
が宗教的修行によって身体の透明感を得るところまで達しているからではな
かろうか。『聖ヒルデガルト伝』第 2書 16 章の幻視報告はこの例証である。
「しばらくたって、私は神秘に満ちた素晴らしい幻視を視ました。私のすべ
ての内臓はつき動かされ、身体感覚が消されたほどでした。というのは私の
意識がまるで自分自身を知らないかのように変化したからです。そして神の
霊感により、私の魂の認識の中に、優しい雨粒のようなものがふりまかれま
した。」17）肉体の重みから遠ざかることによって生じる身体の透明感が、こ
こでは「魂の中にふりまかれた雨粒」と表現されている。ヒルデガルトはこ
の幻視体験を、福音書記者ヨハネがイエスの胸元で非常に深い啓示を受け、
聖霊によって満たされ、「最初に言葉ありき」と語ったことと比較している。
自己の幻視体験を福音書記者ヨハネのそれと同列に置こうとする彼女の姿勢
からも、宗教的修行の跡がうかがわれる。
４　ヒルデガルトにとって「生きる」とは
宗教的修行を通してヒルデガルトは内面的成長をとげた。彼女が指針とし
たのは「人間の生きるべき道」であり、それは神を畏れ、神の愛に感謝し、
そして徳を、何よりも謙虚と節度を切望することであった。特に節度は、ベ
ネディクトの戒律に従った修道院生活でヒルデガルトが根底に置いていたも
のである。聖ベネディクトによればそれは諸徳の母である。幾人かの司祭や
修道院長に宛てた書簡で、ヒルデガルトは、理性的でない節制はかえって肉
体を蝕むと説く。極度の節制は賢い思慮分別なしに徳を得ようとする努力で、
それは悪魔の計略にはまることである。18）ヒルデガルト自身、過度の苦行を
否定していた。これは、彼女が自己の幻視体験形式として苦行によるエクス
タシーを否定していることを裏付ける。
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「人間の生きるべき道」を彼女は自己に課したばかりでなく、教化の目的
で人々にも伝えようとした。人間を救い導くというこの行為を彼女は医者が
患者を治療することと比較し、キリストを医師の模範とみなした。自ら病に
苦しみ、実際に薬草の知識で自らを治療したであろうヒルデガルトは、現実
的な意味で患者であると同時に医師であったが、幻視に支えられた信仰上の
生き方のうえでも、この二つの役目を自ら背負っていた。内面の葛藤を克服
した自己の成長があったからこそ、彼女は人々を救い導くことができたので
ある。
「生きる」とは「人間の生きるべき道」を生きることによって成長するこ
とである。その成長は成果をもたらす。その成果の具現化がヒルデガルトの
幻視では彼岸の表象となってあらわれ、『スキヴィアス』の最終幻視では喜
びに満ちた光溢れんばかりの彼岸から賛美の頌歌が聞えてくる。『価値ある
生の書』は、輝ける天上の人々の美しさと至福の叙述で終わる。「生きる」
ことが成果をもたらすならば、そして彼岸が栄光の地であるならば、「生」
の最終地点としての「死」は、「生命」の終わりという消極的な意味から解
き放たれ、「生きた」ことの結果である「実り」として解釈することができる。
どのような成果が人生の最終地点で期待されるかは、それまでの生き方すべ
てにかかっている。
ヒルデガルトは「死」を、肉体というテントがたたまれて魂がそこを去る
時と捉える。19）彼女の医学的著作『病因と治療』では、魂が肉体から「出て
行くこと」、すなわち「死」に、ラテン語の「エクシトゥス」exitus という
語があてられている。この語は本来「出ること」を意味し、「終点、終わり、
死、没落」に繫がると同時に、「結果、成果」をも意味する。一般的な「死」
を意味する語「モルス」mors に対し、「エクシトゥス」はあくまでも魂との
関連で用いられる。20）このことから「エクシトゥス」は魂を持った人間がど
のように生きるかを問う。アダムの不遜によって人間にもたらされた死、「モ
ルス」よりも、より積極的に「生」に関わるのである。ヒルデガルトによれば、
魂は肉体に命を与え、二つの主要な働き、つまり善悪を認識判断し、物事を
実行する意思によって、人間を死の淵へ追いやることもできれば、悪魔の誘
惑から救うこともできる。魂の浄化はそれ故、死、「モルス」とは逆方向へ、
つまり生命力に満ちた健康な状態へ人間を導く。
ヒルデガルトにとって「生命力」とは「緑の力」であり、ともにラテン語
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では「ヴィリディタス」viriditas と言う。この概念は、人間も含めた自然界
の事物が持つ新鮮さや若々しさ、活力を言い表すばかりでなく、人間の魂の
生命力や徳と結びつく。魂の「緑の力」とは徳の力である。ヒルデガルト晩
年の幻視著作『神の御業の書』（第 1部幻視 4）では、マクロコスモスとし
ての世界とミクロコスモスたる人間は、ともに神の作品として、様々な構成
要素において「緑の力」によって比較される。例を挙げれば、緑の力で大地
を支える大小の川は、血液で全身を支える脈管と似ている。人間の体内の血
液が欠けてくるようであれば、彼の魂の力も消え失せる。川が暖かさと湿気
ですべての植物の若芽を出させるのは、ちょうど魂が肉の欲望を抑え、謙虚
などの徳の力が目覚めることと同様である。
魂が持つ「緑の力」は、より高い、天上的なものを求め、神の力を見よう
とする。ミクロコスモスたる人間がこの魂の「緑の力」によって救われる構
造は、マクロコスモスとしての世界にそのまま見られる。何故なら、愛によっ
て宇宙を創造した神は、あらゆる要素を人間の魂を救うことと関連づけたか
らである。例えば、大地に恵みを与える雨は涙と比較され、涙からは後悔と
いう「緑の力」が育つ。後悔は魂の輝きである。こうして「人間の生きるべ
き道」はマクロコスモスとしての世界に「緑の力」を見出すことから始まる。
おわりに
幻視能力を所有していたヒルデガルトは、それ故に個人的願望や名声、世
事にとらわれていたが、しかし同時に神性なるものを希求する強い信仰心か
ら幻視を神の啓示として受け止めた。この意味で幻視体験は宗教的修行の一
部であったし、また幻視内容はこの修行の深まりを反映した。晩年まで絶え
ることがなかった幻視体験の持続性は修行の持続性でもあり、「人間の生き
るべき道」は年を経るに従いより鮮明に幻視に示されていった。「幻視と生
きる」とは、ヒルデガルトにとってまさに宗教的修練と努力の道を歩むこと
であったと言える。
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注
1）	 Hildegardis Bingensis Epistolarium, I, ed. L. van Acker, Turnhout 1991. Corpus 
Christianorum Continuatio Mediaevalis（以下 CCCM と略）91. Epist. XXIII, 
p.61-66; Im Feuer der Taube. Die Briefe. Hildegard von Bingen. Erste vollständige 
Ausgabe. Übersetzt und herausgegeben von Walburga Storch, Augsburg 1997, S.59-
63.
2）	 ラテン語校訂版 Hildegardis Scivias, ed. Adelgundis Führkötter/ Angela Carlevaris, 
Turnhout 1978. CCCM 43, 43A. 独訳 Hildegard von Bingen, Wisse die Wege. 
Nach dem Originaltext des illuminierten Rupertsberger Kodex ins Deutsche über-
tragen und bearbeitet von Maura Böckeler, Salzburg 1954 (2. Aufl.), 1978 (8. Aufl.); 
Scivias – Wisse die Wege. Eine Schau von Gott und Mensch in Schöpfung und 
Zeit, übersetzt und herausgegeben von Walburga Storch, Augsburg 1991. 邦訳『ス
キヴィアス（道を知れ）第二部』（佐藤直子訳）、上智大学中世思想研究所／富原眞
弓編訳・監修、『中世思想原典集成 15　女性の神秘家』平凡社、2002 年、77-306 頁。
3）	 修道士ゴットフリートとテオデリヒによるヒルデガルトの伝記。第 1書は 1174
（1175）年に、第 2、3書は 1181 年から 1187 年に書かれたとみられる。この中
にはヒルデガルトが一人称で語る彼女の幻視が数節含まれている。ラテン語校訂版
Vita Sanctae Hildegardis, ed. Monika Klaes, Turnhout 1993. CCCM 126. 独訳 Das 
Leben der heiligen Hildegard von Bingen, berichtet von den Mönchen Gottfried 
und Theoderich, übersetzt und erläutert von Adelgundis Führkötter, Düsseldorf 
1968, Salzburg 1980 (3. Aufl.). 邦訳（英訳からの重訳）ゴットフリート修道士、テ
オーデリヒ修道士著『聖女ヒルデガルトの生涯』（井村宏次監訳・解説、久保博嗣訳）
荒地出版社、1998 年。
4）	『スキヴィアス』第 1部幻視 4参照。
5）	 CCC M91. Epist.I, IR, p.3-7; Im Feuer der Taube, S.19-21.
6）	 この書簡は残されていない。
7）	 Herbert Grundmann, Zur Vita s. Gerlaci eremitae, in: Ausgewählte Aufsätze, Teil 1, 
Stuttgart 1976, S.187-194.
8）	 CCCM 91A. Epist. CIIIR, p.262; Im Feuer der Taube, S.208f.
9）	 同上。
10）	アンダーナハの女子修道院長テングスヴィンドはヒルデガルト宛書簡で「普通で
はない」慣習に疑問を投げかけたが、ヒルデガルトは彼女への返信で、幻視を通
してこのような独自の見解を示している。CCCM 91. Epist. LIIR, p.127-130; Im 
Feuer der Taube, S.112-114.
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11）	Tilo Altenburg, Soziale Ordnungsvorstellungen bei Hildegard von Bingen, Stutt-
gart 2007 (= Monographien zur Geschichte des Mittelalters, Bd.54), S.80f.
12）	L. van Acker, Der Briefwechsel der heiligen Hildegard von Bingen. Vorbemerkun-
gen zu einer kritischen Edition, in: Revue Bénédictine, Bd.98 (1988), S.141-168; 
Bd.99 (1989), S.118-154; Monika Klaes, Von der Briefsammlung zum literarischen 
Briefbuch. Anmerkungen zur Überlieferung der Briefe Hildegards von Bingen, in: 
Hildegard von Bingen. Prophetin durch die Zeiten. Zum 900. Geburtstag, Freiburg 
1997, S.153-170.
13）	男性の場合には、成熟過程において射精という自分自身との性的問題が殆ど不可避
である。『スキヴィアス』第 1部幻視 2によれば、童貞の修道僧たちは、射精を耐
えなければならないとしたら、自分たちが意志するほど貞潔ではありえない。同幻
視はまた、体質からしても、女性が受身であるのに対し、男性は性を攻撃的にあら
わす傾向にあると述べている。さらに同書第 2部幻視 3では、男性と女性は子を
つくる力と豊かな耕地との対比で語られる。肉体の相違からくる純潔のあり方は、
キリストとのかかわりにおいても反映される。同幻視によれば、女性はキリストへ
の愛から処女としてとどまり、キリストの花嫁になるが、キリストへの愛から結婚
を断念した男性は、自らに勝利したことによって、つまり上述の性的問題を克服す
ることによってキリストの仲間として受け入れられる。第 2部幻視 5は女性の形
を用いて教会内の序列を示すが、使徒に割り当てられる彼女の頭から喉までの部分
に次いで、喉から下腹部までは処女と童貞の位置である。その際この部分は、胸の
あたりで両者のために分割される。童貞よりも上位である処女は、その完全性によっ
て朝焼けの輝きと比較されるが、童貞は貞潔を守るために自制することで強くなり、
紫色とヒヤシンス色の光で象徴される。
14）	『スキヴィアス』第 1部幻視 2、幻視 4参照。
15）	ラテン語校訂版 Hildegardis Liber vite meritorum, ed. Angela Carlevaris, Turnhout 
1995. CCCM 90. 独訳 Hildegard von Bingen, Der Mensch in der Verantwortung. 
Das Buch der Lebensvedienste, übesetzt und erläutert von Heinrich Schipperges, 
Salzburg 1972. 1985 (2. Aufl.).
16）	ラテン語校訂版 Hildegardis Bingensis, Liber divinorum operum, ed. Albert Dero-
lez/ Peter Dronke, Turnhout 1996. CCCM 92.	 独訳 Hildegard von Bingen, Welt 
und Mensch. Aus dem Genter Codex übersetzt und erläutert von Heinrich Schip-
perges, Salzburg 1965; Hildegard von Bingen, Das Buch vom Wirken Gottes, über-
setzt und herausgegeben von Mechthild Heieck, Augsburg 1998.
17）	CCCM 126, p.43.
18）	Hildegard von Bingen, Briefwechsel. Nach den ältesten Handschriften übersetzt 
und nach den Quellen erläutert von Adelgundis Führkötter, Salzburg 1990 (2. 
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Aufl.), S.185.
19）	『スキヴィアス』第 1 部幻視 4 参照。Heinrich Schipperges, Der Garten der Ge-
sundheit. Medizin im Mittelalter, München/ Zürich 1985, S.51f.
20）	例えば以下の箇所を参照。Beate Hildegardis Cause et cure, edidit Laurence Mou-
linier, recognovit Rainer Berndt, Berlin 2003: p.271,12 “ibi anima flammas suas ad 
exitum non producit”; p.271,25 “anima pennas rationalitatis subtrahit et se ad exitum 
preparat”.『聖ヒルデガルト伝』第 3書 23 章（CCCM 126, p.66,17）にも次の表
現が見られる。“Ego autem exitum anime mee adesse non vidi.”
本論は死生学研究所 2009 年度第 5回研究会（2010 年 2 月 20 日）での同題の発
表に基づいている。
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Hildegard of Bingen:
Her Life and her Visions
by Keiko SUZUKI
Hildegard of Bingen (1098-1179) was an authoritative Benedictine 
abbess, who influenced prominent persons in the twelfth century. However, 
soon after her death she fell into oblivion. The women’s liberation movement 
in the twentieth century, as well as the 900th anniversary of her birth awakened 
a new interest in her. Modern interpretation of her life that has focused on 
her multiple talents and activities in various fields, has given her many titles, 
for example, that of a musical composer, an ecologist, and a health food 
researcher. But focus on these aspects of her life overlooks the importance 
of her visionary gift. According to Hildegard, her soul was given the gift of 
visions in her mother’s womb through the breath of God. She experienced 
visions continuously throughout her life.
The purpose of this paper is to explain Hildegard’s life from the viewpoint 
of her visionary gift and to discuss her thoughts about human life. Her 
spiritual visions were intellectual experiences, not ecstatic ones like those 
that often arose in the female mystics in the late Middle Ages. Her visionary 
gift was acknowledged by Pope Eugenius III, and that established her fame. 
Her problem in life was how to eliminate the inner contradiction that arose 
between her desire for secular fame and her profound faith in God. She solved 
this problem through religious training. This led to spiritual growth, which 
was also reflected in her visions. Hildegard preached about the necessity of 
spiritual growth in human life. Furthermore, she believed that without the 
viriditas (vitality) of virtues, especially humility and discretion, it is not possible 
for one to achieve spiritual growth.
